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緊
急
に
議
会
の
議
決
を
必
要
と

す
る
案
件
が
生
じ
た
た
め
、
10
月

30
日
お
よ
び
11
月
24
日
に
そ
れ
ぞ

れ
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

10
月
臨
時
会

　
議
員
か
ら
１
件
の
議
案
が
、
市

長
か
ら
１
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会

に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

《
議
員
提
出
議
案
》

鎌
倉
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
の
内
容
を
踏
ま

え
、
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の

年
間
支
給
割
合
を
現
行
か
ら
０
・

０
５
月
引
き
下
げ
、
４
・
５
月
か

ら
４
・
４
５
月
と
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

11
月
臨
時
会

　

市
長
か
ら
１
件
の
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会
に
お

け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

《
市
長
提
出
議
案
》

鎌
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
鎌
倉
市
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
の
内
容
を
踏
ま

え
、
職
員
お
よ
び
特
定
任
期
付
職

員
の
期
末
手
当
支
給
割
合
を
現
行

か
ら
０
・
０
５
月
分
引
き
下
げ
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会

　
12
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら

５
件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
22
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会

に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

《
議
員
提
出
議
案
》

鎌
倉
市
自
転
車
の
安
全
利
用
を
促

進
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
３
月
に
県
が
制
定
し

た
、
神
奈
川
県
自
転
車
の
安
全
で

適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条

例
に
お
い
て
、
自
転
車
損
害
賠
償

責
任
保
険
等
へ
の
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
24

年
に
議
員
提
案
に
よ
り
制
定
し
た

本
市
の
条
例
で
保
険
等
へ
の
加
入

を
努
力
義
務
と
し
て
い
た
規
定

を
、
県
条
例
と
の
整
合
を
図
る
た

め
、
加
入
を
義
務
付
け
る
よ
う
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の

促
進
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
充
実

お
よ
び
施
策
の
推
進
等
を
図
る
た

め
、
市
が
交
通
安
全
対
策
基
本
法

に
基
づ
き
策
定
す
る
交
通
安
全
計

画
に
お
い
て
自
転
車
の
安
全
な
利

用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
を
定
め

る
も
の
で
、
令
和
３
年
１
月
１
日

か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
本
庁
舎
整
備
に
関
す
る
住

民
投
票
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

市
が
進
め
て
い
る
市
役
所
本
庁

舎
移
転
整
備
計
画
に
関
し
、
市
民

の
意
思
を
明
ら
か
に
す
る
住
民
投

票
を
実
施
す
る
た
め
、
必
要
な
事

項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

そ
の
主
な
内
容
は
、
住
民
投
票
は

本
庁
舎
の
深
沢
地
域
へ
の
移
転
に

賛
成
か
反
対
か
選
択
す
る
も
の
と

す
る
ほ
か
、
市
長
お
よ
び
市
議
会

は
、
住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定

し
、
令
和
３
年
２
月
１
日
か
ら
施

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
少
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

《
市
長
提
出
議
案
》

指
定
管
理
者
の
指
定

　

次
の
２
件
は
、
指
定
管
理
者
の

指
定
を
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
鎌
倉
市
腰
越
漁
港
管
理
条
例
に

定
め
る
鎌
倉
市
腰
越
漁
港
の
指
定

管
理
者
を
、
腰
越
漁
業
協
同
組
合

に
指
定
す
る
も
の
で
、
期
間
は
令

和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年

３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
鎌
倉
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
に
定
め
る
鎌
倉
市
名
越
や
す
ら

ぎ
セ
ン
タ
ー
、
腰
越
な
ご
や
か
セ

ン
タ
ー
、
教
養
セ
ン
タ
ー
、
今
泉

さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
、
玉
縄
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

を
、
社
会
福
祉
法
人
鎌
倉
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
指
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
期
間
は
令
和
３
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日

ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事
業
に

係
る
災
害
支
援
代
理
寄
附
金
の
追

加
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
蔓
延
に
伴
う
取
り
組
み
と
し
て

住
宅
確
保
給
付
金
や
公
立
・
私
立

保
育
所
の
延
長
保
育
・
一
時
預
か

り
保
育
に
お
け
る
マ
ス
ク
お
よ
び

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案 議決結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問や、議
会運営委員会の委員となり、議会運営に関す
る協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�久坂くにえ議員は議長のため、採決には参加
していません。

議 決 さ れ た 主 な 議 案
○：賛成　－：反対　欠：欠席

公　

明　

党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

鎌
倉
み
ら
い

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議 

員 

団

鎌 

倉 

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考
え
る
会

神　

奈　

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

鎌　
　

倉　
　

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

無 

所 

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
大
石　
和
久

西
岡　
幸
子

納
所　
輝
次

吉
岡　
和
江

武
野　
裕
子

高
野　
洋
一

池
田　
　
実

前
川　
綾
子

山
田　
直
人

志
田　
一
宏

森　
　
功
一

伊
藤　
倫
邦

中
村　
聡
一
郎

河
村　
琢
磨

久
坂　
く
に
え

保
坂　
令
子

安
立　
奈
穂

髙
橋　
浩
司

日
向　
慎
吾

千　
　
一

く
り
は
ら 

え
り
こ

竹
田　
ゆ
か
り

長
嶋　
竜
弘

松
中　
健
治

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

－ － － ○ ○ ○ － － － － － － － － ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※�10月臨時会では議員提出議案１件、市長提出議案１件、11月臨時会では市長提出議案１件、12月定例会では議員提出議案５件、
市長提出議案22件の採決を行いました。下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

10月
臨時会

議会
議案 第9号 鎌倉市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 可決

12
月
定
例
会

条
例 第79号 鎌倉市事務分掌条例及び鎌倉市職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 可決
補正
予算 第86号 令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第９号） 可決

そ
の
他

第75号 指定管理者の指定について（鎌倉市腰越漁港） 可決

第76号
指定管理者の指定について（鎌倉市名越やすらぎセンター、
腰越なごやかセンター、教養センター、今泉さわやかセン
ター、玉縄すこやかセンター）

可決

議
会
議
案

第10号 鎌倉市自転車の安全利用を促進する条例の一部を改正する
条例の制定について 可決

第11号
国際刑事警察機構（ＩＣＰＯ）への台湾の加盟を支持し、
日本国と台湾の犯罪予防並びに犯罪捜査について連携協力
することを求める意見書の提出について

可決

第12号 鎌倉市本庁舎整備に関する住民投票条例の制定について 否決

第13号 選択的夫婦別姓導入に向けた民法改正について国会で早急
に議論を進めることを求める意見書の提出について 可決

第14号 住まいと暮らしの安心を確保する居住支援の強化を求める
意見書の提出について 可決

　12月定例会では、次の意見書提出に係る議
会議案を可決しました。なお、可決した意見
書は、地方自治法第99条の規定に基づき、関
係機関に送付しました。
◇ 国際刑事警察機構（ＩＣＰＯ）への台湾の

加盟を支持し、日本国と台湾の犯罪予防並
びに犯罪捜査について連携協力することを
求める意見書

◇�選択的夫婦別姓導入に向けた民法改正につ
いて国会で早急に議論を進めることを求め
る意見書

◇�住まいと暮らしの安心を確保する居住支援
の強化を求める意見書

可決した意見書の全文は、
こちらからご覧いただけます▶

可決した意見書 消
毒
液
等
の
購
入
等
に
係
る
経
費

の
追
加
、
津
西
二
丁
目
14
番
先
仮

設
落
石
防
護
柵
設
置
事
業
に
係
る

経
費
な
ど
を
追
加
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
２
億

３
１
７
７
万
６
千
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
総
額
は
８
４
６
億
６
４

３
３
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
事
務
分
掌
条
例
及
び
鎌
倉

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

限
ら
れ
た
職
員
数
や
財
源
の
中

で
、
組
織
の
合
理
化
を
図
り
な
が

ら
、
本
市
が
直
面
し
て
い
る
喫
緊

の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
関
連

部
局
間
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
に
よ
り

意
思
決
定
の
迅
速
化
を
図
る
こ
と

な
ど
を
主
な
目
的
と
し
て
、
部
の

組
織
を
変
更
す
る
ほ
か
、
会
計
管

理
者
お
よ
び
支
所
の
所
長
の
職
務

に
つ
い
て
、
級
の
位
置
づ
け
の
変

更
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
共
生
条
例
を
制

定
し
た
本
市
が
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
す
こ
と
を
市
政
の
軸
の
一

つ
と
し
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
と

横
断
的
な
調
整
を
行
う
部
と
し

て
、
部
の
名
称
を
共
創
計
画
部
か

ら
共
生
共
創
部
に
変
更
す
る
ほ

か
、全
て
の
事
務
を
共
生
共
創
部
、

総
務
部
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
計
画

部
に
移
管
す
る
行
政
経
営
部
を
廃

止
、
市
民
生
活
部
と
防
災
安
全
部

を
統
合
し
、
部
の
名
称
を
市
民
防

災
部
に
改
め
る
も
の
で
、
令
和
３

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
人
事
案
件
》

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
候
補
者
と
し
て
、
次
の
方
を

法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
で
は
多
数
の
賛
成
に

よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

平ひ
ら

本も
と　

恭き
ょ
う
こ子

氏（
由
比
ガ
浜
在
住
）

山や
ま

田だ　

隆り
ゅ
う
じ二
氏
（
笛
田
在
住
）

入い
り

野の　

裕ひ
ろ

江え

氏
（
笛
田
在
住
）

眞ま

壁か
べ　

成し
げ

子こ

氏
（
材
木
座
在
住
）

曽そ

根ね　

民た
み

子こ

氏
（
笛
田
在
住
）

菱ひ
し

田だ　

惠け
い

子こ

氏
（
小
袋
谷
在
住
）

加か

藤と
う　

三み

惠え

子こ

氏（
由
比
ガ
浜
在
住
）

村む
ら

上か
み　

史ふ
み

氏
（
由
比
ガ
浜
在
住
）

　

任
期
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。


